
奈良公園を訪れた人びとのシカ認識

People'sAttitudesandFeelingstowardsDeerinNaraPark

高 橋 春 成*

ShunjoTakahashi

はじめに

1880(明 治13年)年 に創設 された奈良公園は、春 日大社、興福寺、東大寺などの境内敷地 に

つくられたものであって、面積はおよそ660ヘ クタールある。この公園には、現在1000頭 を超

えるニホソジカが生息 している。

このシカは、1957年 に文化財保護法による天然記念物に指定 された。その理由は、「奈良の

シカは、神鹿として崇められ愛護 されてきたため人によく馴れ、集団で行動 し、奈良公園の風

景のなかにとけこんで、日本では数少ないす ぐれた動物景観を生みだしている」ということで

あった。

神鹿とは、シカを神の使いとして崇めることをいう。 これは、日本古来の信仰である。春日

大社は神鹿信仰の中心をなしてきたため、この周辺では古 くからシカが大切に保護 されてきた。

奈良公園にシカが多いのは、このような歴史的背景によっている。

ところで、奈良公園がある奈良市には毎年多 くの人びとが観光に訪れる。 しかも、国際観光

都市を標榜する奈良市は海外からも多 くの人びとを受けいれている。そして、ほとんど例外 な

くこれらの人びとは奈良公園を訪れる。このような中で、公園にいる多くのシカは好む と好 ま

ざるにかかわらず観光の主対象の1つ となっている。

本稿では、奈良公園を訪れる人びとがシカをどのように見ているのかを検討 し、あるべき訪

問者とシカとのかかわり方について考察 したい。奈良公園を訪れる人びとのシカ認識について

は、公園を訪れた内外の人びとに対 してアソケー ト調査を実施した。 ここでは、これまでに整

理 したアソケー トをもとに検討する。

1.国 内の訪問者のシ力認識

国内の訪 問者544人 に アソケー ト調査 を実施 した。 まず、"奈 良県"あ るいは"奈 良"と 聞い

て思 い起す ものを3つ あげて もらった。結果は表1に 示 した。 これをみると、大仏 と並 んで シ
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表1"奈 良 県"あ る い は"奈 良"と 聞 い て

連 想 す る こ と(544人)

シ

大

東

寺

若

奈

法

奈

古

吉

力

仏

寺

社

山

け

寺

園

都

野

漬

公

大

草

隆

良

良

回 答 数(%)

404(74)

357(66)

88(16)

79(15)

67(12)

57(10)

55(10)

52(10)

47(9)

18(3)

(ア ソ ケー トよ り作成)

表2居 住地別のシカ回答数(率)

居 住 地 別 回 答 者 数 シカ回答数(%)

A.奈 良 市

B.奈 良 県(Aを 除 く)

C.近 畿 地方(A・Bを 除 く)

D.国 内各地(A・B・Cを 除 く)

E.無 記 入

54

70

235

169

16

40(74)

44(63)

190(81)

125(74)

13(81)

計 544 404(74)

(ア ソケー トよ り作成)

表3奈 良公園のシカの由来

自

神

観

そ

分

信

資

然

鹿

光

の

布

仰

源

他

わからない ・無記入

回答数(%)

93(17)

92(17)

54(10)

82(15)

223(41)

(ア ソ ケー トよ り作成)

カの回答数が圧倒的に多いことがわかる。つまり、

シカは大仏とともに奈良のシンボルとなっている

(写真1)。

表2は 、回答者の居住地別にシカの回答数と回

答率をみたものである。居住地を、奈良市、奈良

県(奈 良市を除 く)、近畿地方(奈 良県を除 く)、

国内各地(近 畿地方を除 く)に 分け、それぞれの

値を出 したが、すべての居住地区分においてシカ

の回答数と回答率は高 く、シカを奈良のシソボル

とす る見方は全国区であることがわかる。

表3に 、奈良公園のシカの由来に対す る回答を示 した。奈良公園のシカの由来についてはす

でにふれたが、神鹿信仰と答えた回答はわずか17%に とどまった。そ して、半数近 くの人びと
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が 「わか らない」 あるいは 「無記 入」

で あった。 この ことか ら、"奈 良"イ

コール"シ カ"と いったイ メー ジが全

国区で あるに もかかわ らず 、多 くの人

びとはなぜ ここにシカがい るのか を知

らないとい う問題点 が浮 かびあが って

くる。

表4は 、奈 良公園 の シカが野 生で あ

るかど うかを尋 ねた結果 であ る。回答

4奈 良公 のシカは だと思いますか?

純粋 な野生の シカであ る

人馴れがすすんでいるが、

野生である

飼 育 さ れ て い る

わ か ら な い

無 記 入

回答数(%)

22(4)

316(58)

147(27)

38(7)

16(3)

(ア ソケー トよ り作成)

を み ると、「人馴 れ して い るが、野生 であ る」 が58%と 最 も多 かった。 この答 えは正 解で あ る

ので、正解 が最 も多か った ことになるが、「飼育 されて いる」 も27%あ った。

と ころで、「人馴れ して いるが、野生 であ る」 との回答 には、"人 馴れ"と"野 生"が 同居 し

てい る。 この ような回答が容易 に受 け入れ られ るのは、人間 と動物 の間が ファジーだ といわれ

る 日本人 の特徴 なのか も しれない。 この点 については、後 でみ る外 国人 と比較 してみ る。

このよ うな見方 の もとでは、 シカにせ んべい(公 園で売 ってい るシカせんべい)を 与 える こ

とに抵抗 がない。表5は 、奈良公園 に来 て シカにせんべいを買 って与 えたかについて尋ね た結

果 であ る。 これをみ ると、60%に あ たる人 び とがせん 表5シ カせんべいを買って与えましたか?

べ いを買 って与 えて いた。"野 生"の 動物 に餌 を与 え 回答数(%)

る こ との悪影響 は、動物 の管理 学、生態学 、行 動学 な 買 っ て 与 え た326(60)

ど の学問分野 で今 日よ く指摘 され ると ころであ るが、 買 っ て な い207(38)

一 般 の 日本人 の多 くには餌 を与 えることへの抵抗 が あ 無 記 入11(2)

ま り認 め られない。 この点について も、 シカ と人間の(ア ソケー トよ り作 成)

望 ま しい共存 のあ り方 を考 え る上で今後検討を要 す る。 表6シ カの食性は?

表6は 、シカの食性について尋ねた結果である。 シ

カは草食性の動物であるが、雑食と答えた人びとが42

%も いた。多くの人びとがシカの生態や行動の詳 しい

知識を持ち合わせておらず、そのような状態でシカに

せんべいを与えることがシカを雑食性の動物であると

思 うことにつながっているのではなかろうか。 これら

も今後の検討課題である。

表7は 、奈良公園のシカによる周辺農地や住民への

被害の発生について知 っているかどうかを尋ねた結果

である。知 らないとの回答が57%で 、知っているとの

回答の39%を うわまわった。奈良公園のシカとの共存

を考える時、華やかな公園内のシカにのみスポットラ

イ トを与えるのではなく、その周辺で生 じているシカ

食

食

食

い

入

なら

己量
口

か

草

雑

肉

わ

無

回答数(%)

272(50)

229(42)

0(0)

22(4)

16(3)

(ア ン ケー トよ り作成)

表7シ カの被害について

知 っ て い る

知 ら な い

無 記 入

回答数(%)

212(39)

310(57)

22(4)

(ア ソケー トよ り作成)
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表8奈 良公園のシカを見て、シカに対するイメージ

が変わりましたか?

回 答数(%)

変 わ っ た180(33)

変 わ ら な い272(50)

無 記 入92(17)

◆どのように変わったか?

なれなれ しい ず うず うしい こわい

かわいい おとなしい

躍動感がない 健康的でない

◆なぜ、変わらないのか?

シカのイメージは奈良公園のシカからつ くられた

奈良公園と動物園のシカしか知 らない

奈良公園のシカしか見たことがない

イメージ通 り

(アソケー トより作成)

問題 に も注 目す る必要 があ る。

表8は 、奈良公園の シカを見 て シ

カに対す るイ メー ジが変 わ ったか ど

うかを尋ねた結果で ある。変 わ った

と答えた人び とが33%い た。 どの よ

うに変 わ ったのか を尋ね たと ころ、

「なれ なれ しい」、「ず うず う しい」、

「こわい」、「か わいい」、「健康 的 で

ない」、「お とな しい」、「躍動感 がな

い」 などが主 な答えだ った。

前 の3つ は、 シカにせ んべいを与

えた時 の印象に よるもの と考 え られ

る。 せんべいを与 えた時の印象で シ

カの印象 が決 ま ってい く傾 向は良 く

ない。 また、後 の2つ は、 シカが休

息 していると ころを見ての印象 によ

る ものと考 え られ る。奈 良公 園で シカと人 びとが出会 う昼間 は、 シカにとっては休 息時間に あ

たるので、 お うお うに して人 び とは この よ うな印象 をもつことになる。 しか しシカには、夕方

や早朝 に活発 に採餌す る姿 、移 動や外敵 か らの逃亡時 などにみせ る躍動感 あふれ る跳躍 の姿 、

あるいはまた夜間 にみせ る警戒 のための は りつめた様子 など、様 々な姿 がある。 人び とが出会

う公 園内のシカの姿 は、 その中の1つ の姿 にす ぎないので ある。

一方
、変 わ らないと答 えた人 が50%も い た。 これ らの人 びとに、 なぜ変 わ らないのかを尋 ね

たと ころ、「シカの イメー ジは奈 良公園 のシカか らつ くられた」、「奈良公園 と動物園 の シカ し

か知 らない」、「奈 良公 園の シカ しか知 らない」、「イメージ通 り」 などの答 えがかえ って きた。

これ らの人 びとがい うシカのイ メー ジとは、`お とな しく草をはむ シカ'、`人 びとにせんべい

をおねだ りす るシカ'、`木 陰でやすむ シカ'な どであろ う。

上述 した よ うに、公園 内の シカの行動は シカの行動全体の一部 にす ぎない。公 園の シカはせ

んべいを訪問者 か らもらうことに慣 れ、人間 に対す る警戒心が な く、む しろ近寄 って くること

などを念頭 にお く必要 がある。 この ような奈良公園の シカによって、一般的 な"シ カ"の イ メ

ージがで きることには問題 があ る
。

2.奈 良公園のシカのあ り方 をめ ぐって(1)

以上、奈良公園を訪れた国内の人びとが公園のシカをどのように認識 しているのかについて

検討 したが、そこにはいろいろな問題点が浮かびあがってきた。その構図を整理 し、今後の課

題を示 してみる。
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①奈良公園には全国から多 くの人びとがやって くる。

② これ らの人びとには、"奈 良"と いえば"シ カ"と い うイメージができている。

③ところが、当地のシカが神鹿信仰に由来 していることを知っているものは20%に 満たない。

④多 くの訪問者は、奈良公園のシカを"人 馴れしているが野生"と いった人間と野生動物の

間がファジーな状態で受け入れている。つまり、多 くの人びとには"人 馴れ"と"野 生"

が同居 しているのである。

⑤ このような同居状態においては、シカにせんべいを与えることに抵抗がない。そ して、そ

れはシカの食性が雑食であるといったような認識 につながったりしている。

⑥ このような"奈 良公園のシカ"の イメージが、多 くの人びとの"普 通一般のシカ"の イメ

ージを形成するに至 っている。

このようにしてみると、奈良公園のシカと国内からの訪問者のかかわりはけっして良好とは

言えず、改善 していかなければならない点がある。それらの主なものをあげてみる。

①奈良公園のシカの由来をは じめとして、これまでの歴史の中でのシカと人びととのかかわ

りや現在生 じている被害問題、交通事故や過密度の問題、シカせんべいの弊害などについ

ての情報が訪問者に理解 されるような施設やシステムを構築する必要がある。

②由来や歴史的なかかわ りを考慮 しながら、"人 馴れ"と"野 生"が 別居するようなシステ

ムづ くりを検討す る必要がある。

3.海 外の訪問者のシ力認識

海外 からの訪問者140人 にアソケー ト調査

を実施 した(写 真2)。 表9に それ らの回答

者の属性を示 した。アソケー トを英語で作成

したため、英語圏からの訪問者が主たる対象

となった。 アメリカ、イギリス、オース トラ

リアなどを中心に、23ケ 国の人びとから回答

を得た。今回の調査では20～30代 の年齢層が

多く、各年齢層とも学生や教師が目立った。

はからずも若者や教師が多 くなったのである

が、彼らが奈良公園のシカをどのようにとら

卿騨覇繹

写真2海 外から訪れた人びととシカ

えているかを検討することは極めて重要 と考えられる。なぜならば、若者は未来をにない、教

師は広 く教えを説 く存在だからである。

まず、"奈 良県"あ るいは"奈 良"と 聞いて思い起すものを3つ あげて もらった。回答は、

は じめて奈良公園にやってきた人と2回 以上訪れている人に分けて検討 した。それ らは表10に

示される。これをみると、双方 ともシカが一位二位を占めた。回答率は国内の人びとと比較す

ると少 し低いが、それでも双方 とも約半数の人びとがシカを連想 している。はじめて奈良をお
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表9ア ンケー ト回答者の属性

年 齢 男 女 職 業 宗 教 国 籍
10～19 246人 学 生5 キ リ ス ト教2 ニ ュ ー ジ ー ラ ソ ド3

(歳) 教 会 ボラソテ ィア1 無 記 入4 ア メ リ カ1

カ ナ ダ1

オ ー ス ト ラ リ ア1

20～29 353166 学 生25 キ リ ス ト教29 ア メ リ カ23

教 師22 ユ ダ ヤ 教1 イ ギ リ ス13

エ ソ ジ ニ ア2 モ ス レ ム1 オ ー ス ト ラ リ ア10

宣 教 師2 仏 教1 ド イ ツ6

銀 行 業 務2 無 信 仰13 カ ナ ダ5

動 画 家2 不 明4 ア イ ル ラ ソ ド1

物 理 療 法 業 務1 無 記 入18 ル ー マ ニ ア1

肉 体 労 働 者1 ス ウ ェ ー デ ン1

建 築 技 師1 デ ソ マ ー ク1

モ デ ル1 ス イ ス1

事 務 員1 オ ラ ソ ダ1

写 真 家1 ロ シ ア1

マ ネ ー ジ ャ1 フ ィ ン ラ ソ ド1

作 家1 西 サ モ ア1

医 師1 カ ソ ボ ジ ア1

弁 護 士1
助 産 婦1
無 し1

30～39 271542 教 師15 キ リ ス ト教26 ア メ リ カ12

経 営 者5 イ ス ラ ム 教1 イ ギ リ ス3

エ ソ ジ ニ ア4 仏 教1 カ ナ ダ3

学 生2 ユ ダ ヤ 教1 ド イ ツ3

主 婦2 無 信 仰5 ス ペ イ ソ3

薬 剤 師2 不 明1 ス ウ ェ ー デ ソ3

編 集 者2 無 記 入8 オ ー ス ト ラ リ ア3

銀 行 業 務1 ア イ ル ラ ソ ド2

科 学 者1 オ ー ス ト リ ア1

外 交 官1 フ ラ ソ ス1

音 楽 家1 韓 国1
イ ソ ス ト ラ ク タ ー1 イ ソ ド ネ シ ア1

建 築 業 者1 コ ス タ リ カ1

看 護 婦1 ノ ル ウ ェ ー1

不 明1 ニ ュ ー ジ ー ラ ソ ド1

無 し3 イ タ リ ア1

フ ィ ソ ラ ソ ド1

無 記 入1
40～49 459 教 師2 キ リ ス ト教6 ア メ リ カ3

コ ン サ ル タ ソ ト2 ユ ダ ヤ 教1 イ ギ リ ス2
エ コ ノ ミ ス ト1 無 信 仰1 ド イ ツ1

科 学 者1 無 記 入1 カ ナ ダ1

プ ロ グ ラ マ ー1 イ タ リ ア1

社 会 事 業 家1 ニ ュ ー ジ ー ラ ソ ド1

不 明1

50～59 8412 経 営 者2 キ リ ス ト教7 ア メ リ カ4

教 師2 ユ ダ ヤ 教1 イ ギ リ ス3

物 理 学 者2 ヒュー マ ニ ス ト1 カ ナ ダ1

銀 行 業 務1 不 明1 イ タ リ ア1

秘 書1 無 記 入2 ド イ ツ1

従 業 員1 オ ー ス ト ラ リ ア1

無 し2 ハ ソ ガ リ ー1

無 記 入1
60～69 101 経 営 者1 無 信 仰1 ド イ ツ1

70～79 101 無 し1 キ リ ス ト教1 ア メ リ カ1

無記入 011 学 生1 無 記 入1 韓 国1
(ア ソケー トより作 成)一一一96-一
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表10"奈 良県"あ るいは"奈 良"と 聞いて連想すること

は じめてやって きた海外の人びと 2回 以上訪れている海外の人びと

(97人) (37人)

回答数(%) 回答数(%)

寺 院 44(45) シ カ 19(51)

シ カ 39(40) 寺 院 13(35)

古 い 都 21(22) 古 い 都 7(19)

仏 陀 20(21) 大 仏 7(19)

公 園 15(15) 奈 良 公 園 6(16)

大 仏 12(12) 歴 史 4(11)

歴 史 10(10) 古 い 4(11)

文 化 9(9) 仏 陀 3(8)

古 い 9(9) 文 化 3(8)

日 本 8(8) 東 大 寺 3(8)

回数不明(6人) (ア ソ ケー トよ り作成)

とずれる人でも半数近 くがシカを連想するということは、"奈 良"イ コール"シ ガ'の イメー

ジが訪問前からすでにあることを意味する。奈良のシカのあり方は責任重大である。

表11は 、奈良公園のシカの由来について尋ねた結果である。 これもまた訪問経験 によって2

つに分けて検討 した。結果は、神鹿信仰に基づ くものであることを知 っていた人は双方とも10

%台 と低かった。 しか し、国内の人びとの認知率17%と の差はあま りない。

双方の人びとに奈良公園のシカをどう思 うか尋ねたところ、はじめて訪問した人びとにはシ

カに対 して良い印象 と悪い印象が共にみ られ、とまどっている様子がうかがえる。ところが、

2回 以上訪れている人びとには、奈良公園のシカに興味を示 しそれを理解 しようと試みる様子

がうかがえる(表11)。

ここで奈良公園のシカの由来を知らない人びとが当地のシカにどのような印象をもったかを

みてみる。表12は その結果である。はじめてやってきた人びとも2回 以上訪れている人びとも、

ともに肯定的な見方と否定的な見方に別れた。肯定的な見方と否定的な見方の内容は表に示す

とおりである。

では、なぜこのように見方が割れるのであろうか。筆者はその理由を次のように考えた。肯

定的な見方は、奈良公園のシカが`観 光用にセ ッティソグされたもの'、`飼 われているもの'

といった潜入観念のもとにみている 「割 りきり型の見方」である。一方、否定的な見方は、奈

良公園のシカをあ くまで自国や欧米一一般の野生のシカとの比較のもとにみる 「こだわり型の見

方」である。 このような見方がなされているため、肯定的な見方と否定的な見方に割れると考

えるのである。

表13は 、 自国のシカとの比較の結果である。90%の 人びとが奈良公園のシカは自国のシカと
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総 合 研 究 所 所 報

違 うと回答 している。どこが違 うのかを尋ねたところ、89%の 人びとがシカのおかれている状

態が違 うと答えた。これ らの人びとの自国のシカの状態は、表に示すように`野 生'な のであ

るQ

表11奈 良公園のシカの由来

DoyouknowrootsofthebackgroundofwhysomanydeerliveinNaraCityor

NaraPark?

は じめてやってきた海外の人びと

(97人)

2回 以上訪れている海外の人びと

(37人)
計

知 っ て い る11人(11%) 知 っ て い る5人(14%)16人 (12%)

知 ら な い86人(89%) 知 ら な い32人(86%)118人 (88%)

※知っている内容

◆Religioussignificance ◆PeopleofNarausedtoprayto

◆Thepeoplelivingherethinks akami-samaintheshapeofa

thatthedeerprotectthem (white)deer

◆Ionlyknowalittlebit ◆Sacreddeerof

◆Ithinkisareligiousroot ◆PrinceShotokurodeadeer,

◆holy kamiapPearedondeer

◆Sacredmessengeranima1 ◆Ibelievethedeerareassociated

◆messengers withkasugataishaandareconsi一

◆Deerareregardedassacred deredtoberepresentativesof

◆Yes,10calcustom"delivermessage theGods

fromgod" ◆Theyareconsideredsacredmes一

◆未記入1人 不明1人 sengersofthegods

※奈良公園のシカについて

◇O.K. ◇Theymakealovelysightfor

◇verytame touristsandhe1PPeopletofeel

◇beautifulbutnotnormallife ClOSetOnatUre

◇Manyofthedeerlooksickand ◇Goodluckmanagingthem

depressed ◇friendly,hungry,natura1

◇Ihopethatdeerarefreetogo ◇Ifindthedeer'sabilitytosurvive

intheforest intheurbanenvironmentquite

◇veryfamiliar fassinating.Theyhaveadapted

◇restingbythehighwayjustlike wellandpeopleseemtohave

home adaptedwelltothem

◇unhappy,tired.Makethemhappy ◇Iworryaboutthemwhenthey

◇verynice eatplasticandgetintothetrash.

◇Thankyouyourhospitality Alsotraf丘caccidentsareaproblem

◇不明1人

(ア ソケー トよ り作成)
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高橋:奈 良公園を訪れた人びとのシカ認識

表12由 来を知 らない人びとの奈良公園のシカについての印象

はじめてやってきた海外の人びと 2回 以上訪れている海外の人びと

(86人) (32人)

肯 定 的40人(47%) 肯 定 的19人(59%)

否 定 的37人(43%) 否 定 的11人(34%)

無記入 ・不明9人(10%) 無記入 ・不明2人(6%)

肯定的 肯定的

Theyseemtobehappy Theylookpeaceful

friendly friendly

beautiful fine

SeemVerytame tarne

0.K. 0.K.

verywellfed wellfed

● ●

1ntereStlng
●

nlce

●o
tOUr1StattraCt10n

■ ●
tOUr1StattraCt10n

importantpartofthePark

否定的 否定的

shouldbefreewithoutpeoplearound in unnatura1

thewild
●

notnlce

veryspoiled Theylookunhappy

donotlookhealthy visitorsshouldnotbeallowedtooverfeed

sad,pathetic themwith`senbei'

strange
9

annoylng

overfeed
●o

annOylng,nUISanCe

(ア ソ ケー トよ り作成)
表13自 国 のシカとの比較

自国 に シカがい る人び と119人(85%)

(自 国 にシカがいない人び と21人(15%))

違 う

同 じ

無記入 ・不明

107人(90%)

6人(5%)

6人(5%)

何が違 うのか?

状 態

姿 ・ 形

95人(89%)

12人(11%)

状 態 の 内 容

ourdeersarewild

wildandafraidofpeople

shyandseldombeenseen

usuallyliveinmountain,notbe

SeenlnCltleS

(ア ソ ケ ー トよ り作 成)
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4.奈 良公園の シカのあ り方をめ ぐって(2)

以上、海外からの訪問者の奈良公園のシカに対す る認識を検討 してきたが、 ここでもい くつ

かの問題点が指摘された。その構図を整理 し、今後の課題を示 してみる。

①奈良公園には多 くの外国人がやって くる。今回とったアンケー トでは、20～30代 の学生や

教師が目立った。

② これらの人びとには、"奈 良"と いえば"シ カ"と いうイメージができている。

③ ところが、当地のシカの由来を知 っているものは10%強 にすぎない。

④ 由来を知っているものは、奈良公園のシカに関心を示す。

⑤ 由来を知 らないものは、欧米一般の"野 生ジカ"の 通念を判断基準 として奈良公園のシカ

をみる。この場合、観光用にセ ッティソグされたもの、飼われているものとしてみる見方

と、あくまで"野 生ジカ"と の比較でみる見方によって奈良公園のシカの評価が異なる。

しか し、両者は同根とみなされる。

このような状況にある奈良公園のシカと海外からの訪問者のかかわりはけっして良好とはい

えない。ここでは、次のような点を検討 してい く必要がある。

①奈良公園のシカの由来をはじめとして、これまでの歴史の中でのシカと人びとのかかわ り

や現在生 じている被害問題、交通事故や過密度の問題、シカせんべいの弊害などについて

の情報が訪問者に理解されるような施設やシステムを構築する必要がある。

②そうすることによって、海外からの訪問者が奈良公園のシカのあるべ き姿を念頭において

これらのシカをみて くれるようにす る。

海外からの訪問者にかかわる奈良の観光とシカの問題は、このような中であるべき方向が検

討 されてい く必要がある。

おわりに

国内観光のメッカの一つである奈良。加えて国際観光都市をめざす奈良。このように内外に

むけて観光王国をアピールする奈良にあって、奈良公園のシカは`奈 良観光'の キーポイソ ト

の一つとなってきた。 しかし、みてきたように奈良公園のシカをめぐっては様々な問題があ り、

解決すべき課題がある。今後は、行政、市民、県民あげてこの問題の解決をすすめてい く必要

がある。

参考文献

・朝 日 稔(1982):奈 良 の シカ .奈 良 公 園 史編 集 委 員 会編 『奈 良公 園 史 自然 編 』49～62.

・高 橋 春 成(1996):奈 良 公 園 を訪 れ た 人 び と の シカ 意識 地 理 ,41(10),50～55.

・藤 田 和(1995):『 奈 良 の シ カ略 年 表 』 ゆ る き.

一一100一


